
     一般財団法人 中部貸切バス適正化センター 

      令和５年度適正化事業諮問委員会議事録 

          

１．開催日時  令和６年３月５日（火）午前 10 時 30 分～午前 11 時 35 分 

２．開催場所  名古屋市中村区名駅四丁目 10-25 名駅 IMAI ビル 

        AP 名古屋 E+F+G 会議室 

３．議  事 

    第１号議案 令和６年度事業計画（案）、収支予算（案）について 

    第２号議案 令和６年度負担金の額及び徴収方法（案）について 

４．出 席 者 

諮問委員４名（委員総数４名）  

伊豆原 浩二（委員長）、宇津木 滋、石原 英児、吉田 典子 

   会長 加藤 博和 

参考人３名 

 小松田 始 （中部運輸局自動車交通部旅客第一課長） 

久世  真  （中部運輸局自動車交通部首席自動車監査官） 

榊原 匠志 （中部運輸局自動車交通部旅客第一課専門官） 

事務局２名 

杉本 忠久（事務局長）、伊藤 晴夫（事務員） 

５．会議の概要 

（１）議事定足数報告 

定刻に至り、杉本事務局長が開会を宣し、加藤会長の挨拶に続いて、本日

の諮問委員会は諮問委員総数４名中４名の出席があり、委員会規程第８条第

１項の規定により成立したことを報告した。また、議事録署名人について、

伊豆原委員、石原委員を指名した。 

（２）議長の選任 

  杉本事務局長が委員会規程第６条第２項の規定により委員会の議長は委

員長があたることを説明した。 

（３）議案審議 

第１号議案及び第２号議案について 

議長の求めに応じ、事務局より資料に基づき説明するとともに、「正味

財産を取り崩したとしてもセンターの事業運営には影響はない」旨の補足

説明があった。 

宇津木委員から第１号議案の収支予算にあたって「収益と費用において

マイナス予算となっている。これでよいのか。」、伊豆原委員長から「各

事業者には説明するべきではないか」と意見があり、事務局から「令和２

年度において通常どおり負担金を納入頂いたが、コロナ禍で巡回等縮小し

たことから費用が抑えられ剰余金が大幅に増えた。税理士の監査において



も剰余金は減らすべきとの指摘があることから、この剰余金を活用して負

担金の減額を行ってきた。ただ、７年度以降は剰余金が減ってくることか

ら、費用を負担金収入で賄っていくことになる。」旨説明を行った。加藤

会長からは「２年度は余分に負担金をもらっていた。また、営業所数や車

両数も減っているので負担金は上げざるを得ない。」旨の説明がなされた。 

吉田委員からは「剰余金の 700 万円を活用するとしているが、事業者か

らすれば集めたものを戻してもらったと思われる。研修など目に見えるも

のに使った方が良いのではないか。」と意見があり、伊豆原委員長からは

「活動のメリハリをつける」との意見があり、事務局から「研修などは引

き続き行っていきたいが、研修は限られた者への対応となり、すべての事

業者への還元のため負担金を抑えることに使用したい。」との説明がなさ

れた。 

また、伊豆原委員長から「研修について、乗務員に研修時間を確保でき

ているか」質問があり、宇津木委員から「時間を取るのが難しくなってい

る。」、石原委員から「必要な研修は意識しているが、時間を確保するの

が難しい。労使考えながら行っている」旨説明があった。加藤会長から「研

修は他でも行っている。センター独自の研修をアンケートも踏まえて考え

ていく。ただ、他の事業も含めてまともに行うとなると人員が足りない。

将来にわたってやれることがあれば行っていきたい。」旨説明がなされた。 

議長が議場に諮ったところ、全員一致で承認された。 

  

６．閉 会 

以上をもって議案の審議等を終了したので、午前１１時３５分、議長は閉

会を宣した。 

 

本日の議事を明確にするため、議事録を作成し、議事録署名人が記名押印す

る。 

 

令和６年３月５日 

 

議事録署名人   諮問委員  伊豆原浩二 

 

               諮問委員  石原 英児 


